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パーキンソン病発症機構から学ぶ –  

ユビキチン・ミトコンドリア・マイトファジー 

 

松田 憲之 博士 
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東京都医学総合研究所 

 

日時：2018年 10月 19日（金）午後 4時 50分 - 6時 35分 

場所：東京大学薬学部 南館 4階 大学院講義室 

 

松田憲之博士は若年性パーキンソン病原因遺伝子である Parkin と PINK1 の生化学的解析において世界をリー

ドする研究者です。特に、ミトコンドリアの膜電位喪失時に PINK1 が Parkin とユビキチンをリン酸化し、これによりユビ

キチンリガーゼである Parkin が活性化されることを実証するなど、ミトコンドリアの品質管理と関連した先駆的な研究を

展開されています。大学院生だけでなく、PI・若手研究者の聴講も歓迎いたします。なお、本セミナーは大学院講義

「医療薬学特論」の一部として行われます。 
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